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能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

と景
けい

観
かん

動
ど う

植
し ょ く

物
ぶ つ

の宝
ほ う

庫
こ

　蟹
が ん  ぶ ち

淵

美
うつく

しいふるさとをめぐろう

能
の

美
み

市
し

には貴
き

重
ちょう

な自
し

然
ぜん

がたくさんあるわよ。

代
だい

表
ひょう

的
てき

な７つのスポットを紹
しょう

介
かい

しているのだ。

総
そう

落
らく

差
さ

５０ｍの美
うつく

しい滝
たき

が流
なが

れる名
めい

勝
しょう

があ

る。古
ふる

くからしたわれる ７つの滝
たき

がある

「七
なな

ツ滝
だき

」である。 ６つの滝
たき

には遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

も

整
せい

備
び

され、四
し

季
き

折
おり

々
おり

の多
た

様
よう

な動
どう

植
しょく

物
ぶつ

を見
み

ることができる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

能
の

美
み

市
し

の自
し

然
ぜん

の秘
ひ

境
きょう

の地
ち

を訪
おとず

れて

みよう。貴
き

重
ちょう

な動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

を目
め

に

する所
ところ

がたくさんある。

その中
なか

でも「がんぶち」は動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の

豊
ゆた

かな環
かん

境
きょう

から、能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されている場
ば

所
しょ

である。

「化
ば

けガニ伝
でん

説
せつ

」が残
のこ

るほど神
しん

秘
ぴ

的
てき

な淵
ふち

であり、モリアオガエルの産
さん

卵
らん

時
じ

期
き

は、木
き

々
ぎ

にさながら白
しろ

い花
はな

が咲
さ

いたようになる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

初
しょ

夏
か

にあざやかな

ピンクの花
はな

を咲
さ

か

せるハマナスが根
ね

上
あがり

海
かい

岸
がん

沿
ぞ

いでみら

れる。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

海
かい

岸
がん

線
せん

を守
まも

る地
じ

元
もと

の宝
たから

ハマナス群
ぐん

生
せい

地
ち

ハマナスとは、北
ほっ

方
ぽう

系
けい

のバラ科
か

の植
しょく

物
ぶつ

で ５ 月
がつ

から ７ 月
がつ

にかけてピンクの花
はな

を

咲
さ

かせる植
しょく

物
ぶつ

なのだ。

７ 月
がつ

から ８ 月
がつ

には赤
あか

い実
み

をつけるのだ。

一
いち

時
じ

は開
かい

花
か

数
すう

が減
へ

り、枯
こ

死
し

していくこ

とも心
しん

配
ぱい

されたのだが、砂
すな

や風
かぜ

を防
ふせ

ぐ

垣
かき

が整
せい

備
び

されたり、ハマナスを増
ふ

やす

などの保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

が市
し

で行
おこな

われたりして

いるのだ。また、海
かい

岸
がん

線
せん

の砂
すな

浜
はま

を守
まも

る

活
かつ

動
どう

も行
おこな

われているのだ。

調
しら

べてみよう

・ハマナスの特
とく

徴
ちょう

について調
しら

べてみよう。

・ハマナスの保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

について調
しら

べてみ

よう。

・海
かい

岸
がん

線
せん

の環
かん

境
きょう

保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

について調
しら

べて

みよう。

ハマナスはほのかに甘
あま

い香
かお

りがあり、 ５

月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

頃
ごろ

の満
まん

開
かい

時
じ

には群
ぐん

落
らく

周
しゅう

辺
へん

はその

甘
あま

い香
かお

りに包
つつ

まれるから、海
かい

岸
がん

線
せん

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

いてみるといいわよ。

能
の

美
み

市
し

合
がっ

併
ぺい

１０ 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

曲
きょく

「Song Of 

Nomi」で「ハマナス咲
さ

く海
かい

岸
がん

線
せん

できれ

いな空
そら

を見
み

上
あ

げた」と歌
うた

われたハマナス

は、能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されて

いる花
はな

なのよ。

SDGsへの取り組み

データ

ハマナス群生地
住　　所	 能美市寺井町を１－１

関連施設	 能美ふるさとミュージアム

メ　　モ	 上記施設でハマナスの紹介コーナー有り

	 展示観覧料　高校生以下無料

電　　話	 0761-58-5250

モリアオガエルの産
さん

卵
らん

七
なな

ツ滝
だき

の「二
に

の滝
たき

」

ハマナスの花
はな

風
かぜ

と砂
すな

を防
ふせ

ぐ垣
かき

根
ね

上
あがり

海
かい

岸
がん



− 57 − − 58 −

SDGsへの取り組み

水
すい

害
がい

記
き

念
ねん

碑
ひ

手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ入
いり

口
ぐち

ため石
いし

自
し

然
ぜん

を生
い

かした交
こう

流
りゅう

しせつ 絵
え

のような四
し

季
き

を通
つう

じた眺
なが

め手
て

取
どり

川
がわ

水
みず

辺
べ

プラザ 七
なな

ツ滝
だき

「親
しん

水
すい

」は水
みず

辺
べ

の動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が観
かん

察
さつ

できる場
ば

「交
こう

流
りゅう

広
ひろ

場
ば

」は多
た

目
もく

的
てき

に活
かつ

用
よう

する場
ば

「サービス」は拠
きょ

点
てん

の総
そう

合
ごう

案
あん

内
ない

センター

の ３ つのゾーンが整
せい

備
び

されているわよ。

美
うつく

しい大
だい

小
しょう

7 つの滝
たき

からなる七
なな

ツ滝
だき

。

「一
いち

の滝
たき

」に始
はじ

まり、二
ふた

つめの大
おお

滝
たき

、下
か

流
りゅう

にある「七
なな

の滝
たき

」は、瀧
たき

浪
なみ

神
じん

社
じゃ

前
まえ

にあ

るわよ。

「二
に

の滝
たき

」は約
やく

１２ｍの落
らく

差
さ

があり、迫
はく

力
りょく

のある姿
すがた

を見
み

ることができるわよ。

近
ちか

くには小
こ

屋
や

があり、ナラの木
き

などを

使
つか

って良
よ

い炭
すみ

を焼
や

いているのよ。

対象：４年生

「一
いち

の滝
たき

」から「七
なな

の滝
たき

」までの流
なが

れが約
やく

１ ㎞もあるのだ。

「一
いち

の滝
たき

」には滝
たき

の主
ぬし

である大ウナギが

住
す

むという民
みん

話
わ

があるのだ。

古
いにしえ

から信
しん

仰
こう

の場
ば

として大
たい

切
せつ

にされてき

た七
なな

ツ滝
だき

なのだ。滝
たき

だけでなくシダ植
しょく

物
ぶつ

やハンショウヅルなど貴
き

重
ちょう

な植
しょく

物
ぶつ

も

見
み

ることができるのだ。

春
はる

から夏
なつ

にかけてツバメやアオサギ、夏
なつ

から秋
あき

にかけてカモメや国
くに

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

となっているオジロワシがやってく

るのだ。

水
すい

防
ぼう

倉
そう

庫
こ

の近
ちか

くには災
さい

害
がい

用
よう

のヘリポー

トもあるのだ。

水
みず

辺
べ

植
しょく

物
ぶつ

やアユやウグイなどの魚
さかな

がみ

られるのよ。

野
や

鳥
ちょう

は１４０種
しゅ

類
るい

が観
かん

察
さつ

されるわよ。

「ため石
いし

」は、蛇
じゃ

かごや川
かわ

倉
くら

（今
いま

のテトラ

ポット）の中
なか

につめる石
いし

で、いざという

時
とき

のために堤
てい

防
ぼう

の上
うえ

にきちんとつまれ

ているのよ。

手
て

取
どり

川
がわ

には洪
こう

水
ずい

の悲
ひ

惨
さん

な歴
れき

史
し

があるの

だ。明
めい

治
じ

２９年
ねん

（１８９６年
ねん

）の洪
こう

水
ずい

の様
よう

子
す

を

知
し

ることができる水
すい

害
がい

記
き

念
ねん

碑
ひ

が近
ちか

くに

あるのだ。

対象：４年生

データ

七ツ滝

住　　所	 能美市長滝町地内

交　　通	 駐車場有（滝の近く）

メ　　モ	 上流の６つの滝には遊歩道

有り

データ

手取川水辺プラザ

住　　所	 能美市山田町497

交　　通	 駐車場有（バス可）

調
しら

べてみよう

・七
なな

ツ滝
だき

の歴
れき

史
し

について調
しら

べてみよう。

・「七
なな

ツ滝
だき

の大
おお

うなぎ」の民
みん

話
わ

を調
しら

べてみよう。

・炭
すみ

焼
や

きについて調
しら

べてみよう。

調
しら

べてみよう

・手
て

取
どり

川
がわ

の近
ちか

くにはどのような植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

が見
み

られるの

か調
しら

べてみよう。

・手
て

取
どり

川
がわ

には洪
こう

水
ずい

を防
ふせ

ぐためのくふうとしてどのような

ことがあるのか調
しら

べてみよう。

・手
て

取
どり

川
がわ

ではどのような洪
こう

水
ずい

があったのか調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

「六
ろく

の滝
たき

」長
なが

滝
たき

町
まち

からの登
のぼ

り口
ぐち

「一
いち

の滝
たき

」最
さい

上
じょう

段
だん

の滝
たき
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ルリイトトンボ

モリアオガエルの卵
らん

塊
かい

受
じゅ

精
せい

の様
よう

子
す

紙
かみ

芝
しば

居
い

ハッチョウトンボ

散
さん

策
さく

用
よう

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

トンボの楽
らく

園
えん

灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

は、広
ひろ

さ７００平
へい

方
ほう

メートル、

水
すい

深
しん

５ センチの浅
あさ

い湿
しっ

地
ち

なのよ。

かつては休
きゅう

耕
こう

田
でん

だったけど、時
じ

間
かん

がた

つにつれてトンボが増
ふ

えるのに良
よ

い環
かん

境
きょう

になったみたいね。

30種
しゅ

類
るい

のトンボが発
はっ

見
けん

されているのだ。

世
せ

界
かい

最
さい

小
しょう

クラスのハッチョウトンボ

が ５ 月
がつ

下
げ

旬
じゅん

から ８ 月
がつ

にかけて見
み

られる

のだ。

ハッチョウトンボは、体
たいちょう

長1.5cmぐらい

で １ 円
えん

玉
だま

ぐらいの大
おお

きさなのね。

散
さん

策
さく

用
よう

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

くといろいろな植
しょく

物
ぶつ

が観
かん

察
さつ

できるわよ。

「灯
と だ し の

台笹遺
い

跡
せき

」が近
ちか

くにあるから行
い

って

みるのだ。この場
ば

所
しょ

には、古
ふる

くから人
ひと

が

住
す

んでいて、約
やく

１ 万
まん

５ 千
せん

年
ねん

前
まえ

の旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の石
せっ

器
き

が１０数
すうてん

点見
み

つかっているのだ。

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

の宝
ほう

庫
こ

蟹
がん

淵
ぶち

山
やま

道
みち

を登
のぼ

っていくと能
の

美
み

市
し

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されている神
しん

秘
ぴ

的
てき

な青
あお

緑
みどり

色
いろ

の

水
すい

面
めん

が見
み

えてくるわよ。

モリアオガエルの産
さん

卵
らん

する様
よう

子
す

を見
み

た

わよ。一
いっ

匹
ぴき

のメスの背
せ

中
なか

に複
ふく

数
すう

のオス

が群
むら

がり、受
じゅ

精
せい

が行
おこな

われるのよ。

昔
むかし

から伝
つた

えられている「化
ば

けカニ」のお

話
はなし

が「がんぶちのぬし」として紙
かみ

芝
しば

居
い

に

まとめられているわよ。

対象：４年生

梅
つ

雨
ゆ

の頃
ころ

、木
き

の枝
えだ

に、モリアオガエル

の数
すう

百
ひゃく

個
こ

の白
しろ

い卵
らん

塊
かい

を見
み

ることができ

るのだ。

ここでは、ルリイトトンボやヒツジグ

サなどのとてもめずらしい多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な

動
どう

植
しょく

物
ぶつ

を見
み

ることができるのだ。

対象：４年生

データ

能美市鍋谷町地内 
（能美市天然記念物指定）

連 絡 先 	 能美ふるさとミュージアム

	 0761-58-5250

メ　　モ	 登山口駐車スペースから徒

歩約30分

	 長そで長ズボンの服装

調
しら

べてみよう

・モリアオガエルはどのようにして卵
たまご

を産
う

むのか調
しら

べてみよう。

・がんぶちでは、その他
ほか

にどのような動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が見
み

ら

れるのか調
しら

べてみよう。

・「がんぶちのぬし」の紙
かみ

芝
しば

居
い

はどのようなお話
はなし

なの

か調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み

突
とつ

然
ぜん

大
だい

合
がっ

唱
しょう

データ

灯台笹湿地 

住　　所	 能美市灯台笹町

連絡先	 能美ふるさとミュージアム

	 0761-58-5250

メ　　モ	 駐車スペースは車１台程度

調
しら

べてみよう

・灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

にはどのようなトンボが見
み

られるのか

調
しら

べてみよう。

・ハッチョウトンボについてくわしく調
しら

べてみよう。

・灯
と だ し の

台笹湿
しっ

地
ち

の近
ちか

くにある「灯
と だ し の

台笹遺
いせき

跡」とは、どの

ような場
ば

所
しょ

なのか調
しら

べてみよう。

SDGsへの取り組み
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データ

虚空蔵山

所 在 地	 能美市和気町和気小学校裏

連 絡 先	 能美の里山ファン倶楽部

	 0761-51-2308

	 info@nominosatoyama.com

見学時間	 約60分

駐 車 場	 和気小学校体育館脇

大
おお

手
て

門
もん

の道
みち

山
さん

頂
ちょう

間
ま

近
ぢか

からのながめ

頂
ちょう

上
じょう

の本
ほん

丸
まる

跡
あと

金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

の岩
いわ

一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の悲
ひ

運
うん

の城
じょう

跡
せき

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

は、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

から戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

に築
きず

かれた山
やま

城
じろ

で、約
やく

１００年
ねん

ほど続
つづ

いたのよ。

室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

には加
か

賀
が

国
のくに

の守
しゅ

護
ご

職
しょく

を兄
あに

の富
と

樫
がし

政
まさ

親
ちか

と争
あらそ

った富
と

樫
がし

幸
ゆき

千
ち

代
よ

が城
じょう

主
しゅ

だと

言われているわ。

戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

は、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

方
がた

として荒
あら

川
かわ

一
いち

助
すけ

が織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

軍
ぐん

と戦
たたか

ったのだ。また、虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

が攻
せ

められた時
とき

、地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

は、

さかんに「追
お

い出
だ

し太
だ い こ

鼓」を打
う

ち鳴
な

らし、

敵
てき

をひるませたのだ。

この太
た い こ

鼓の響
ひび

きは、伝
でん

統
とう

の「虚
こ

空
く

蔵
ぞう

太
だ い こ

鼓」

として今
いま

も保
ほ

存
ぞん

されているわよ。

頂
ちょう

上
じょう

までもう少
すこ

し！途
と

中
ちゅう

に、遠
とお

く海
うみ

ま

で見
み

える場
ば

所
しょ

があるわよ。

山
さん

頂
ちょう

近
ちか

くに、 ５ メートル以
い

上
じょう

もある黒
くろ

岩
いわ

と言
い

われている大
おお

きな岩
いわ

を見
み

つけた

わよ！この岩
いわ

には「金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

」とい

う言
い

い伝
つた

えがあるのよ。

虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

跡
せき

の標
ひょう

高
こう

１３７ｍの頂
ちょう

上
じょう

部
ぶ

分
ぶん

に本
ほん

丸
まる

があったのだ。
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SDGsへの取り組み

ふるさと歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

(イメージ絵
え

）

和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

本
ほん

丸
まる

跡
あと

（和
わ

田
だ

山
やま

９ 号
ごう

墳
ふん

）

和
わ

田
だ

山
やま

　歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

と自
し

然
ぜん

新
あたら

しくなる「ふるさと歴
れき

史
し

の広
ひろ

場
ば

」は、すべ

り台
だい

が 2 台
だい

になるの。キャンプ場
じょう

もあるわ。

六
ろっ

角
かく

形
けい

の屋
や

根
ね

の建
たて

物
もの

はいこいの場
ば

になるの。

春
はる

は、桜
さくら

がきれいね。秋
あき

はシイやクリの実
み

やクヌギやコナラのどんぐりがいっぱいと

れるので自
し

然
ぜん

の豊
ゆた

かさを感
かん

じるわ。多
おお

くの

種
しゅ

類
るい

の鳥
とり

がやってくるの。

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

の物
もの

見
み

やぐらは、和
わ

田
だ

山
やま

９ 号
ごう

墳
ふん

の上
うえ

にたてられていたらしいの。

和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

は、戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

、一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

の和
わ

田
だ

坊
ぼう

主
ず

によって造
つく

られた城
しろ

と言
い

われるわ。

織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の家
け

来
らい

によって今
いま

のような形
かたち

になったの。

まわりから独
どく

立
りつ

した和
わ

田
だ

山
やま

は、敵
てき

の動
うご

きを発
はっ

見
けん

しやすかったのね。

調
しら

べてみよう

・和
わ

田
だ

山
やま

の植
しょく

物
ぶつ

や鳥
とり

の観
かん

察
さつ

をしてみよう。

・和
わ

田
だ

山
やま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の副
ふく

葬
そう

品
ひん

から古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の生
せい

活
かつ

を調
しら

べてみよう。

・どんな人
ひと

がほうむられているか調
しら

べてみよう。

・和
わ

田
だ

山
やま

城
じょう

は、どんなの防
ぼう

御
ぎょ

の工
く

夫
ふう

があるか調
しら

べ

てみよう。

調
しら

べてみよう

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

城
じょう

の歴
れき

史
し

を調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

太
だいこ

鼓のいわれについて調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

の「金
きん

の茶
ちゃ

釜
がま

伝
でん

説
せつ

」について調
しら

べてみよう。

・虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
やま

の貴
き

重
ちょう

な植
しょく

物
ぶつ

である「ササユリ」について

調
しら

べてみよう。

和
わ

田
だ

山
やま

の尾
お

根
ね

には、現
げん

在
ざい

19個
こ

の古
こ

墳
ふん

が

ならんでいるのだ。そのうち円
えん

墳
ふん

は14

個
こ

もあるのだ。

和
わ

田
だ

山
やま

５ 号
ごう

墳
ふん

は、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

で末
まつ

寺
じ

町
まち

の

神
じん

社
じゃ

のうらにあるのだ。古
こ

墳
ふん

からのた

くさんの副
ふく

葬
そう

品
ひん

は、能
の

美
み

ふるさとミュー

ジアムで見
み

ることができるのだ。

対象：６年生 対象：６年生




